
 

 

全国優良畜産経営管理技術発表会で府内肉用牛農家が発表 

 

                              令和４年１２月 

         

公益社団法人中央畜産会主催の令和４年度全国優良畜産経営管理技術発表会が去る

11 月 25 日に開催され、府内肉用牛農家((株)いちがお畜産)が「丹後 牛の里」の理念の

もと１０００年以上の伝統を受け継ぎ、和牛を活用し耕種農家や地域住民と連携した活

動を通じて地域を守っている取組を発表されました。 

当日は、LIVE配信の視聴者を含め、のべ６５０名を超える参加があり、全国から選出

されは８事例の発表がありました。 

審査委員会（委員長 山陽学園大学 横溝 功教授）による審査の結果、(株)いちがお畜

産は優秀賞を受賞され、農林水産省畜産局長賞及び中央畜産会長賞が授与されました。 

今後の、(株)いちがお畜産の益々の活躍を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーション        中央畜産会長（右から２人目）と記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集落との連携による稲ＷＣＳづくり        繁殖牛舎及び畜魂碑 

                       ※写真の転用等はご遠慮願います。  

 

        公益社団法人 京都府畜産振興協会 

参照 URL(中央畜産会 HP) http://jlia.lin.gr.jp/business/superior/22prize/ 
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